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水族館　記事

◎　3日　　北浜の地引網より．マダラトヒェイ（体長40㎝）ユ個体が入糟し

　　たが、餌付きしないまま．ユ3日に死亡。

◎　4日　　塔島東側岩礁で潜水採集を行ない．クマノミ、キヌバリ等を得た。

　　クマノミは久しくこの附近の磯に姿をみせず．2年ぶりの採集である。

◎　5日～25日一　中本糟室各糟〔蛎29～35）は．開放式で．レかも大量

　　給水ができないので．これまで白点病の被害が最も大きかった。その対策と

　　して．κ3エ、3a．34の3糟に内氏単独循環装置をセツ手し，単独炉過

　　可能とした円

◎　6日～ユ5日　　κ24水槽のオオセ（4月30日大糟）が幼魚（17～1

　　8㎜）9個体を産出し㍍この幼魚惇．その後よく餌をたべ．元気である。

◎　9日　　近犬養魚場より．ブリモドキの幼魚（全長57・馴）が入棺一26目

　　までに8．O㎝に成長したが白点病のため死亡。

◎　ユ。日　　艦賀騎一本釣漁師より．ハマダイ（全長50㎝）ユー個体．ヒメダ

　　ィ（15～19㎝）王5個体．ウメイロ（20～25㎝）3個体を購入。



　　これらは，かなり深海性でスiノに弱く。水槽で一の飼育が困難とされているが．

　　試みに大型水槽（H．J）た収容してみた。ハマグイは翌日死亡。ヒメダイも

　　月末までに10個体が死亡したが，ウメイロは全個体元気で，長期飼育できる

　　見込みである。

◎　12日　　地引網より巨大なモヨウフグ（全長垂5伽）1個体が入稽。本種は

　　老幼で体の斑紋が著しく異なる。幼魚はしばしば採集されるが．日本内地で成

　　魚がとれるのは珍しい。

◎　22日　　田辺市江川港のエビ湾ぎ網漁師より、定期的に底生動物を購入する

　　こととし．その第1回として．シヤフ・テッポウエビ・テナガコブシガニ讐が

　　入棺した。

◎　25日　　餌料用のアサリ・オキシジミは．これまでR－2水一槽で魚類と共に

　　蓄養していたが．同糟の魚に白点病が発生したので．貝肉を与える魚類への感

　　染を防ぐために，二枚貝専用の大型バット（uOx70×15・例．開放式）を新設

　　し．これに移収した。

◎　名1日　　G水槽のタカアソガニ1個体死亡。飼育期間1年3ヵ月。これまで

　　の死亡個体は．歩脚の大半を失って死に至るものが多かったが．この個体は，

　　右第睾歩脚を欠くのみで．摂餌状態もそれほど悪くは見えなかった。死因不明
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上記の浮かに北浜地引網参加採集　7回

○　主な採筆動物名（x印はユ962年4月ユ目以降はじめての入檜動物）

　無脊権動物：ハナガナクラゲ．×カキノテクラゲ．チソゴイソギンチャク．



　　Xトガリオウギガニ・シロウミウソ・×ヒメマダラウーミウソ・Xフタイロ

　　ニシキウミウシ・Xガトメウミウシ・ウグイスガイ・ニシキヒザラガイ・

　　ハナイカ．ヒメコウイカ．スナダコ．タコノマクラ．アカガニナマコ．

　　シロボヤ．ベニボヤ。

魚　類：マダラトビエイ．ヒバシコウジ・ハマトビウ者．ハナハゼ．キヌバ

　　リ・クマノミ・ミツポンクロスズメ・カゴカキダイ・オニハタタテダィ・

　　ナガハギ・ア青サハギ・イシガキフグ・モヨウフグ・ハナミノカサゴ。

a購　　入
　　先月にひきつづき，雑賀埼二本釣漁師よりの入棺が主であったが．下旬には

　江川エビ漕ぎ綱より，砂地の動物も多く集りだした。

　○　主な購入動物名

　　無脊権動物1×ベニコエダ。ソヤコ．テッポウエビ．Xサメハダヘイケガニ

　　　．×コフカラッパ．Xツノナガコブシガニ．アサヒガニ．×ケブカユニソコ

　　　ゥガニ・×ツキビガイ・×キソチヤクガイ・×キソシバイ・×アラレガイ

　　　。Xウズラミヤソロ　．メヒカリイカ。

　　魚　　類：ハマクマノミ。ハナビラクマノミ。ミスシリュウキュウスズメ

　　　・×スミッキトノサマダイ・Xロリカリーア・×ファイアマウス（以上外地

　　　産、　×ハナアナゴ・モソガラドゥン・Xアカタチ・アカアマダイ・

　　　ルリハタ．ホウキハタ、×サクラダイ．ココスジフエダイ．Xトカゲゴチ

　　　．クロウ｛／ノシ’タ，×ゲソチョ。

◎飼育状況
　　中旬より水温が2ポCを越えたので．妬3ユ．32．34．呂5．A．B

　．J．Kの各槽に白点病が続発したが．中水槽室の呂槽（今月新設した内氏単

　独循環装置は，まだ炉過細菌のはナこらきが弱い）をのぞき、早期治療が効き．

　被害はわずかであった。飼育動物種数は・．次表のように，魚類．無脊権動物と

　もに。これまでの記録を更新した。

　　5月目1日現在．飼育中の動物は，総計476種、邑646個体以上で、そ

　の内訳は次の通り。このうち．観覧水槽に飼育．展示中の動物は喚45種二

　a2ユ5個体以上。
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6月の気象（午前9時観測）
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